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ワーク シ ョ ッ プ ： 「行助福祉 」 の 理念 と研 究

　　　　　　　　　養 護 学 校 に お け る 自 発 的 選 択 要 求 の 形 成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　田　岩　男

　　　　　　　　　鮎 屋市立滝川小学校 （名 胡 市くす の き学園 ・情購 覩 短 ；or治蹴 設 内学級 ）

　今年度の 名 古 屋市 の 教育 目標 と し て 「豊 か な心 と 自 ら

学 ぶ意欲を持 ち t／変化す る社 会 へ の 主 体的な対応 の 育成 」

が 設 定 さ れ て い る 。こ の 目標 に 深 く関迷す る こ れ ま で の

養護 学 校 で の 実践 の
一

例を報告 し、今 後 の 学校現場に お

け る 自発的 な 教科学習行動の 形 成 に つ い て 検討す る
一

助

に した い 。

　　　　　　　　　　 問　　題

　
一、二 の 特定遊具で 特定 の 遊 び しか しな い が、一

人 で

遊 ぶ こ とが で き る 児 童 が い る。し か し、こ の 児童の 問題

は 、教科
・
領域等の 学 習内容が 極限 さ れ る と と も に、目

の 前 に 置か れ た 遊 具で は 遊 ぶ が 、 そ れ 以外 の 状 況 で は 自

分 で 遊具 を取 り出 した リ要求 した り し な い こ とで あ る 。

　そ こ で、環 境 へ の 自発的な か か わ り が け が で き る よ う

に す る た め 、下 記 の よ うな 実践 に 取 り組 ん だ。

標 的 行動 ：
’‘
好 み

”
の 遊具を 自ら選 び 出す こ と が で き る

　　　　　 よ う に さ せ る。

　　　　　　　　　　 方　　法

（1） 対象児蛍 ： 市 内 養護学校小学 1年 生 男子 （平成 2年

　度）。SQ25 〔IQ 測 定 不能）。

　　 目の 前 の
“
好み

”
の 遊 具 は 取 っ て 遊 ぶ が

、 そ れ 以外

　 の 状況 で は
“
好 み

”

の 遊 具 も 手に 取 らず 、要 求 も しな

　 い 。
’‘
好 み

”
の 遊 具は チ リ紙 箱 と積み 木 で あ る。

（2） 興味 の 対 象 ：電玖 自動車 の 絵 写真。積 み 木 、箱

　な どで 机 の 端 や 床 の 目な ど をな ぞ る。校内の 徘徊。

（3｝ 言 語 ：喃語 様 の 表 出 音 声 は あ る が 、表出言語 はな い 。

　 13 語 程度 の 理 解言 語 が あ る 。

　　欲 し い 食物 が あ り母親が傍 ら に い る と、時 に腕 を引

　き、そ の 手 を現 物 に 当 て る こ と が あ る 。

（4冫 実践場所 と環 境設定 ： 実践 場所 は 教室 （図 1 ： 8m

　Xllm × 2 ）。遊具展示棚 は、90  × 180crDの ベ ニ ヤ

　板 を横 長 3 段 に仕 切 っ た も の で 、そ の 仕 切 り 棒 に 遊具

　を立て か け る 。こ の 展 示 棚 左 上 端 部 の 高さ 160  ほ ど

の 壁 に ・時計・温 ・
湿度計、指導 者 の 野 球 帽 （体育用）

　と サ ン バ イ ザ ー
（校外学習用）が か けて あ る。

　　また 、 当初の 展示 遊 具 は、  20〔皿 幅の ス ポ ン ジ製円 ・

三 角形 ・四 角形各 1個　  親族や風景 な ど の 写真 の 型

は め教具30枚   長 さ30emの プラ ス チ ッ ク製風車  

雑 誌 4 冊   し ゃ ぼ ん 玉 用具 1 式   30cm］ほ どの プ ラ

ス チ ッ ク 製 立 て f9　1 本   6 〔皿 嵎 ほ どの 木製積 み 木 53

　を得 る。

蕭

遊　具

展示棚

→
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　　出入 口

　　　　　　1− “

〈図 1 ：場所 の 環境〉

test　l ：絵 本
・
チ リ紙 箱 ・うちわが 目の 前 の テ

ー
プル に

　 あ る と き、自発 的 に取 る か をみ る。

test　2 ： ロ ッ カ ー内の 目に 見え、手 の 届 く 位置 に絵本 ・

　 チ リ紙箱 ・うち わが あ る とき、自発的に 取 る か、要求

　 す る か を み る。

製 ：遊具展 示 棚 （以 下展 示 棚 ） に チ リ紙箱の

　 み 展示 し、それ を取 り出す 樂中traini   ．

　   チ リ紙箱の 前、展示 棚 か ら 70cm以 内 の 取 リ出 しエ

　　 リ ァに立 たせ る。

　  指 導者が 児童の 手 を軽く引 い て チ リ紙箱を取 リ 出

　　 す 援 助 を す る。

　  取 り 出 した チ リ紙 箱 で
一

定 時 閻遊 ば せ る 。

製 ： 展示棚 に（4）の 展示 遊具  〜
  を展 示 し、

　そ の 中に 混 ぜ た チ リ紙箱を取 らせ る train三  ．

　  展示棚 の 取 リ出 しエ リア に入 る の を待 っ て、チ リ

　　紙箱の 前 に 立た せ る。

　  指導者が 児童の 体、腕 、 手 を軽 く押 した リ、チ リ

　　紙箱 を指差 す な ど援助 して チ リ紙箱 を取 らせ る。

　  取 り出 した チ リ 紙箱で 十分 に遊ば せ る。

エ軸 ：展示物品  〜  の 自発取 り出 しtraini 

　  tra三ni   に 入 る 前に展示 物品全 て の 扱 い 方の 例 を

　　2回ずつ 見せ 、 展示 物 品 を確認 さ せ る 。
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  展示棚 の 取 リ 出 しエ リア に 入 る の を確 認 す る．

  自由 に取 り出さ．せ る 。

  取 り 出 した ら 「よ く取 っ た 」 と励 ます 。

  取 リ出 した遊 具 で 十 分 に 遊 ば せ る。

　  取 り 出 し累 積 度 数が 30回 に達 した 物 品 は取 り除 き、

　　新 しい 物 品 を補 充 す る。新 し い 物品 の 扱 い 方は示 さ

　　ず 、そ の 物品 に 対 す る 児蛍の 経験 は 問 わ な い 。

　　＊ 全 く取 リ 出 さ な い 展 示 物 品 に つ い て は、5session

　　　毎をめ ど に 適宜 取 リ 替え た。

しes し 3 ： ロ ッ カ ーな ど 目に 見え 、手 の 届 く 位置に 遊具が

　あ る と き、そ れ を 自発的に 収 っ た リ 要求 した り す る か

　 をみ る。

（7｝ 記録
．

　  test ，しraining に お い て 、遊具 の 置き 場所、晟示

　　棚 の 取 り出 し エ リ ア 内 に 入 っ た と き を 工試 行 と し 、

　　取 り出 し た 物品 名 と取 り 出 さ な か っ た 場 合 をpaSS 行

　　動 と して 1試 行 毎 に記 録 す る （lsessionは 10試行）。

　  1 試 行 毎 の 物 品 名 あ る い は pass 行 動 は 、5session

　　 ま で 小 黒 板 に 記 録 して 残 し、介助艮の 確認を得る。

　  授業 後 に 物 品 毎 の 取 り出 し 累 積 記 録 を つ け 、 ま た 、

　　時期を みて経過を保護者に知 らせ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 　 　果

　図 1 に、session 毎 に遊具 別 の 取 リ 出 し 累穣度数 と

paSS 行動の 頻度を記録 した 。結果 は下 記 の よ う で あ る。

｛1）　
“
好 み

”
の 遊具を展示 棚 か ら選 び 出 す こ と と そ れ以

　外の 場所か らも 自発的に選び、それ を展 示 棚 に 置い て

　 か らIUり出す よ うに な っ た （自発展示行動）。自発展 示

　行動の 前に は、22session か ら の P を散 歩 の 嬰求サ イ

　 ン と して取 り出 して い る q そ して 、29sessionカ・ら（n ｝

　 や （m ）の よ うな 自発展 示遊 共 （自 発贋 示 行 動 に よ る 灰 示

　物品）を教室内か ら見つ け出 した。

（2｝ 当該session にお い て、　 pass行動 の 減 少 とそ れ まで

　取 り出 し の 少 なか っ た 物品 か 自発展示 遊 具の 取 り出 し

　 の 増 大 とは対 応す る 傾 向 に あ る 。

　　　　　　　　　　　 考　 察

（1）　自発 ノ艮示 行動 は 、一定 度 数に 達 し た 後 や 途 中の 物 品

　取 リ替え の 手続 き を模倣 した 要 求行動 と考 え られ る。

  　今 後 、児 童 生 徒 の iL］ltに よ つ て は 、　 paSS 行動 の よ う

　 な 「何も選択 し な い 行動」 の 選択肢 を設定 した 指導が

　 必 要か も しれ な い 。
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